
社長メッセージ

NECは、NECグループの経営活動の仕組みを体
系化した「NEC Way」の実践をとおして社会とNEC
グループの持続可能な発展を追求しています。

企 業 理 念 に 基 づき、「NECグ ループビ ジョン
2017」に掲げる「人と地球にやさしい情報社会」を実
現するためには、企業は社会に生かされている存在
であるという認識のもと、従業員一人ひとりが日々
の業務の中でコンプライアンスを徹底し、「NECグ
ループバリュー」を実践し、お客さま・社会の課題解
決に貢献していくことが重要だと考えています。さ
らに、当社の取り組みの成果と課題を積極的にス
テークホルダーのみなさまに開示し、説明責任を果
たしていくこと、およびステークホルダーのみなさ
まとのコミュニケーションをとおして企業活動を改
善し、信頼関係を構築することも重要であると考え
ています。

グローバル企業としてこれらの考えを実践するた
め、当社は2005年に署名した国連グローバル・コ
ンパクト（UNGC）の枠組みに基づき「人権」「労働」

「環境」「腐敗防止」に関わる10原則を遵守した企業
活動を行っています。今後も、持続可能な社会の発
展に向けて策定される国連などの取り組みに積極的
に貢献し、グローバルな視点で社会課題の解決に努
めていきます。

当社がこうした社会課題の解決に取り組むにあ
たっては、イノベーションが非常に重要な意味を持
ちます。新たなイノベーションの創出には、多様な
人材がその個性や特性の違いを最大限に活かし、多
様なアイデア・意見を提案できる企業文化づくりが
大切です。2014年3月期（当年度）はその一環とし
て、女性活躍推進に関する厚生労働省の「ポジティ
ブアクション宣言」に参画しました。今後もこうした
取り組みをとおし、イノベーションの創出を促進し、
社会価値の向上を担うことのできるグローバルリー
ダーの育成・輩出に努めていきます。

持続可能な発展に向けて

代表取締役 執行役員社長
遠藤　信博
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持続可能な発展に向けてNECが優先的に取り組むテーマ

市場環境の見通しと長期展望

今後2050年に向けて、世界の人口が現在の70億
人から90億人に増加するとともに、都市に住む人口
の比率が50%から70%へと高まり、一層の都市化
が進むと予想されています。これに伴い、エネル
ギーや食糧、水などの需要は人口増を上回るペース
で高まり、急速な経済成長が期待されます。しかし、
こうした経済成長の一方で、都市化や人口増に伴う

社会課題の発生も懸念されており、持続可能な社会
を構築するためには、安全・安心な暮らしや効率的
な資源活用などを実現する新しい社会インフラ、つ
まり、都市部を中心とした人口増を支えることので
きる効率的な社会インフラがますます重要になって
くるものと考えています。

・お客さまや社会の関心
・CSR活動への意見
・SRI調査機関からの指摘
・CSRの規格化

・NEC Way
・企業価値の最大化
・事業活動が社会や

 環境に与える影響

ステークホルダー・社会の関心

事業活動を支えるための社内マネジメントの取り組み

社会の課題を解決しニーズに応える取り組み

NECの視点

リスクマネジメントの強化と 
コンプライアンスの徹底

信頼性の高い 
情報通信インフラの構築

安全・安心な社会づくり

働きやすい職場づくりと 
グローバルな人材育成

すべての人が 
デジタル社会の恩恵を享受

お客さまとの信頼関係の構築

気候変動（地球温暖化）への 
対応と環境保全

などなど

04NEC Corporation
Annual Report 2014

Ⅰ  

経
営
方
針



NECが手がける社会ソリューション事業
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社会ソリューション事業への注力

当社はこうした世の中の動きをふまえ、人が豊か
に生きるための安全・安心・効率的・公平な社会の
実現に向けて、ICT（情報通信技術）の力で新しい社
会インフラを創る「社会ソリューション事業」へ注力し
ています。

当社は既に、交通管制や消防・防災システム、水
資源管理システム、さらには海底地震計や電子カル
テなど、ICTを活用した社会インフラの高度化につい
て数多くの実績を有しています。これらのシステム
は、海底から宇宙までカバーする当社の各種センシ
ング技術や次世代ネットワーク技術、IT基盤技術の
うえに成り立っており、それぞれ目には見えにくい
ですが、人々の日常生活になくてはならない、より
豊かに生きるためのインフラとして、社会を支えて
います。

今後は、ビッグデータやクラウド、SDN（Software-
Defined Networking）などの技術により、ICTを活
用して当社が提供する社会価値は、ますます多様化・
高度化していきます。こうした中で、提供した社会
価値を定量的に把握して次のステップにつなげ、継
続的に価値の最大化を目指していくという取り組み
はますます重要性を持ってくると考えます。現状、
当社は、お客さまや社会にITソリューションを提供す
ることによって削減したCO2排出量を1つの定量的
指標として掲げていますが、今後は、社会ソリュー
ション事業の拡大に伴い、より広範な視点で社会へ
の貢献をはかり、社会価値の最大化に努めていき
ます。

•光海底ケーブル
•海底地震計

•航空管制
•指紋認証

社会インフラを支えるNECのICT

•鉄道通信•港湾監視
•水中監視

•生産管理
•工場管理

•銀行ATM

•交通管制 •施設監視

•郵便区分機

•物流 •消防システム

•衛星通信・地球観測

•通信システム

•スマートエネルギー

•デジタルTV送信
•TVスタジオ

•電子カルテ
•電子政府 •水管理

•漏水検知
•各種業務システム

•POS

担当ビジネスユニット：  パブリック　  エンタープライズ　  テレコムキャリア　  スマートエネルギー

各種センサ・ヒューマンインターフェース技術

高性能・高信頼IT基盤技術

次世代ネットワーク技術
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当社は、2013年4月に発表した「2015中期経営
計画」で、社会価値創造型企業への変革を宣言しまし
た。社会価値と企業価値を両立し、社会課題の解決
によって自らも成長できる企業へと変革することは、
創業100年を超える歴史を有する当社にとって、次
の100年の基礎を形づくることにつながります。

こうした考えのもと、中期経営計画の実現に向け
て事業を遂行する中で、当社が手がける社会ソリュー
ション事業を世界中のお客さまやパートナーにより
深く理解いただくとともに、NECグループが一丸と
なって社会ソリューション事業を加速することを目的
として、今般、当社は「Orchestrating a brighter 
world　世界の想いを、未来へつなげる。」を新たな
事業ブランドメッセージとして策定しました。

これは、社会ソリューション事業による安全・安心・
効率・公平という社会価値の提供をとおして、世界
中の人々と互いに協奏しながら、より豊かで明るい
希望に満ちた暮らし・社会・未来を創り上げていく、
という当社の強い決意を表現したものです。NECグ
ループが目指す中期的な事業の方向性、実現したい
世界観をより具体化し、グループ一丸となって、中期
経営計画の達成に向けて取り組んでいきます。

「2015中期経営計画」の初年度は、今後の成長の
基盤を固める「準備の年」となりました。2年目とな
る2015年3月期（次年度）は、その基盤を使って「実
績を残す年」となります。3ヵ年計画の最終年度とな
る2016年3月期に本格的な成長を示すためにも、次
年度は非常に重要な1年となります。

中期経営計画の達成には、グローバル競争力の強
化が必要不可欠です。当社は社会価値創造型企業と
して、安全・安心・効率・公平といった価値をグロー
バルに提供するとともに自らの成長へとつなげ、中
期経営計画の達成とグループビジョンの実現、さら
にはその先にある社会とNECグループの持続可能
な発展に向け、新たな価値を創出し続けていきます。

引き続き、みなさまのご理解とご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申しあげます。

2014年6月

代表取締役 執行役員社長

遠藤　信博

「2015中期経営計画」の実現に向けて
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